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新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、

施
設
の
設
計
・
建
設
と
運
営
・

維
持
・
管
理
ま
で
を
、
民
間
専

門
業
者
に
長
期
に
わ
た
り
一
括

発
注
す
る
契
約
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
設
計
・
建
設
に
３
年
、

運
営
・
維
持
管
理
に
19
年
３
ヶ

月
、
合
計
22
年
３
ヶ
月
間
の
費

用
を
払
う
義
務
（
債
務
負
担
行

為
）
の
限
度
額
（
２
０
１
億
円
）

を
入
札
前
に
議
決
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ゴ
ミ
処
理

施
設
建
設
で
は
、
広
く
採
用
さ

れ
て
い
る
方
法
で
、
コ
ス
ト
削

減
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
整
備
や
運
営
に
か

か
る
毎
年
の
費
用
は
、
予
算
と

し
て
そ
の
都
度
議
会
に
提
案
さ

れ
ま
す
。

財
源
の
地
方
債
62
億
５
千
万

円
は
、
後
年
度
国
か
ら
交
付
税

措
置
が
あ
る
た
め
、
市
の
負
担

は
39
億
３
千
万
円
で
す
。

運
営
費
用
の
増
額
の
理
由
は

大
谷
市
議
は
「
現
在
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
と
の
比
較
で
ど
れ
だ

け
増
え
る
の
か
」
と
質
問
。
部

長
は
「
１
億
４
千
万
円
増
え
る
」

と
述
べ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

「
新
方
式
（
24
時
間
運
転
ー
現

在
は
16
時
間
）
や
大
気
に
関
す

る
自
主
基
準
値
、
測
定
分
析
な

ど
が
異
な
る
た
め
」
と
答
弁
。

新
施
設
の
従
業
員
の
雇
用
は

現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
働

い
て
い
る
職
員
の
雇
用
の
確
保

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
質
問
。

部
長
は
「
市
と
し
て
は
地
元
雇

用
を
望
ん
で
お
り
、
新
事
業
者

に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
答
弁
。

市
民
の
負
担
増
の
心
配
は

「
新
施
設
で
は
、
運
営
費
が
１

億
４
千
万
円
増
え
る
が
、
焼
却

ゴ
ミ
の
受
け
入
れ
や
、
ゴ
ミ
袋

代
な
ど
の
値
上
げ
に
影
響
す
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
質
問
。
部

長
は
「
現
時
点
で
は
、
手
数
料

の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

ゴ
ミ
袋
も
負
担
増
は
考
え
て
い

な
い
」
と
答
弁
。

契
約
期
間
終
了
後
の
運
営
は

「
約
20
年
間
の
契
約
の
終
了
後

は
ど
う
す
る
の
か
」
と
質
問
。

部
長
は
「
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

対
応
年
数
は
、
35
年
間
稼
働
さ

せ
る
施
設
を
新
設
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
契
約
期
間
終
了
後

は
、
同
じ
業
者
が
運
営
す
る
こ

と
が
理
想
と
考
え
る
」
と
答
弁
。

12
月
議
会
で
は
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
運
営
・
維

持
管
理
に
つ
い
て
、
２
０
１
億
円
の
長
期
に
わ
た
る
債
務
負

担
行
為
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
大
谷
市
議
は
、
予
算
の
内

容
や
財
源
、
契
約
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

費

用

設計・建設費 98億8千万円

運営・維持管理費 101億円

飛灰の処理費等 １億2千万円

合 計 201億1千万円

財

源

国の交付金 26億7千万円

地方債（借金） 62億5千万円

基金・手数料収入等 22億1千万円

市の一般財源 89億7千万円

合 計 201億1千万円

（事業費の内訳は消費税込み）
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被
災
件
数
が

大
き
く
減
少

災
害
復
旧
事
業
は
、

国
の
査
定
が
終
わ
り
、

１
月
に
入
札
し
ま
す
。

部
長
は
「
国
の
補
助
対

象
の
分
は
農
地
、
施
設

合
計
62
件
で
２
億
９
２

９
万
円
。１
月
に
国
の

補
助
率
が
決
ま
る
の
で

地
元
負
担
は
不
明
」
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
が
独
自
に
補
助
す
る

市
単
小
災
害
の
申
請
状

況
は
、
農
地
・
施
設
で
合

計
１
０
２
件
、
復
旧
費

総
額
は
約
７
９
１
７
万

円
で
す
。８
月
10
日
の

段
階
で
は
、
国
の
補
助

対
象
の
農
地
・
施
設
は
、

合
計
で
１
２
１
件
、
小

災
害
は
合
計
で
２
４
１

件
と
み
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
幅
な
減
少
に
つ

い
て
、
部
長
は
「
１
５
０

ｍ
以
内
は
申
請
を
１
件

に
ま
と
め
る
こ
と
や
市

単
小
災
害
へ
移
行
の
た

め
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、

負
担
が
大
き
い
た
め

申
請
を
し
な
い
ヶ
所
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
災
害
か
ら

地
元
負
担
の
軽
減
を

大
谷
市
議
は
「
負
担

軽
減
の
立
場
か
ら
検
証

し
て
い
る
の
か
」
と
質

問
。
部
長
は
「
頻
発
し

て
い
る
災
害
の
状
況
、

他
市
の
状
況
、30
年
以

上
前
の(

負
担
割
合
の
）

制
度
は
見
直
し
の
時
期

に
来
て
い
る
」
と
答
弁
。

大
谷
市
議
は
「
今
年
の

災
害
か
ら
負
担
軽
減
の

対
象
に
す
る
の
か
」
と

質
問
。
部
長
は
「
資
料

作
成
等
年
度
内
に
行
い
、

内
部
協
議
が
あ
る
の
で

今
回
は
難
し
い
」
と
答

弁
。
大
谷
市
議
は
「
今

回
か
ら
対
象
に
す
べ
き
」

と
要
求
し
ま
し
た
。

公
営
住
宅
に
入
居
す

る
時
、
国
の
通
知
は
連
帯

保
証
人
を
必
要
条
件
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
大
谷
市

議
は「
市
も
な
く
し
た
ら

ど
う
か
」
と
質
問
。
部
長

は「
県
内
各
市
町
村
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
協
議
・
対
応
を
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

単
身
者
の
入
居
希
望

増
加
の
対
応
策
は

部
長
は「
今
年
度
申
し

込
み
は
57
件
、
単
身
者
は

28

件
そ
の
内
60

歳
以
上

は
17
件
、５
件
が
入
居
し

て
11
件
が
待
機
。
対
策
と

し
て
、
今
の
住
宅
を
単
身

者
も
入
居
可
能
な
要
件

に
変
更
す
る
こ
と
や
大

規
模
改
修
時
に
単
身
者

用
を
増
や
す
」
と
答
え
ま

し
た
。

身
寄
り
の
な
い
単
身
者

の
死
亡
時
の
対
応
策
は

部
長
は「
残
置
物
の
処

分
や
退
去
の
手
続
き
に

苦
慮
し
て
い
る
案
件
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の

解
決
を
目
的
と
し
て
、
不

動
産
関
係
団
体
や
福
祉

団
体
な
ど
民
間
事
業
者

と
共
同
し
、
入
居
か
ら
退

去
ま
で
を
支
援
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
組

ん
で

い

る
」
と
答

え

ま

し

た
。

雑
草
の
除
去
が
困
難

高
齢
化
で
団
地
の
広

場
な
ど
の
管
理
も
困
難

な
現
状
が
あ
り
、
市
の
対

応
を
質
問
。
部
長
は「
入

居
者
の
世
帯
構
成
、
高
齢

化
の
状
況
、
作
業
内
容
な

ど
を
把
握
し
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
考
え
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。

大
谷
市
議
は
12
月
議
会
で
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
費

で
地
元
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。
農
林
振
興
部
長
は
「
見
直
し

の
時
期
に
来
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。



▲ 全国に広がる有機農業とオーガニック給食のとりくみ
   （農水省ホームページより転載 )

▲ 来年度からの介護保険料引き下げを求める
   日隈市議 （2023 年 12 月 6 日 )

　﹁
全
国
の
小
中
学
校

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

を
広
め
よ
う
﹂
と
い
う

動
き
が
進
ん
で
い
ま

す
。
農
水
省
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
事
業

に
自
治
体
が
参
加
す
れ

ば
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
次
長
は
﹁
県
内

で
は
豊
後
高
田
市
、
臼

杵
市
、
佐
伯
市
の
３
市

が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
臼
杵
市
は

２
０
１
０
年
か
ら
、
ほ

ん
ま
も
ん
農
産
物
︵
独

自
認
証
の
野
菜
︶
を
学

校
給
食
に
使
っ
て
い

る
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
千
葉

県
い
す
み
市
は
給
食
に

使
う
米
が
す
べ
て
有
機

米
﹂
と
紹
介
し
、
市
長

の
考
え
を
聞
き
ま
し

た
。
市
長
は
﹁
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
に
す
る
に

は
農
家
の
手
間
、
価
格
、

安
定
供
給
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

解
決
し
た
の
か
、
ぜ
ひ

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
教
育
委
員
会
と

連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、

そ
の
方
向
︵
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
︶
に
進
め

た
い
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
保
険

料
の
た
め
込
み
が
５
億

２
千
万
円
あ
る
。
来
年

度
か
ら
の
保
険
料
を
値

上
げ
し
な
い
よ
う
全
額

使
う
か
﹂
と
迫
り
ま
し

た
。
市
長
は
﹁
も
ち
ろ

ん
介
護
給
付
費
準
備
金

︵
た
め
込
み
︶
と
剰
余

金
︵
黒
字
分
︶
は
、
保

険
料
上
昇
の
抑
制
に
使

う
。
た
だ
し
、
全
額
使

う
か
ど
う
か
は
、
今
の

段
階
で
明
言
で
き
な

い
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
低
所

得
者
が
、
介
護
保
険
料

の
減
額
・
免
除
を
申
し

込
め
ば
で
き
る
。
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
知
ら

せ
る
べ
き
だ
﹂
と
提
案

し
ま
し
た
。
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学校給食をオーガニックにしよう!!
椋
野
市
長
﹁
市
教
委
と
協
力
し
て
進
め
た
い
﹂

　
日
隈
知
重
市
議
は
　
月
６
日
、﹁
学
校
給
食
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
︵
有

機
食
材
︶
を
使
っ
た
ら
ど
う
か
﹂
と
提
案
。
市
長
は
﹁
市
教
委
と
協
力

し
て
、
そ
の
方
向
に
進
め
た
い
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

12

介護保険

準備基金 保険料引き下げに全額使え
基
金
は
　
億
　
千
万
円
あ
る

５

２

　
日
隈
市
議
は
　
月
６
日
、﹁
保
険
料
の
た
め
込

み
が
５
億
２
千
万
円
あ
る
。
全
額
、
引
き
下
げ

に
使
う
か
﹂
と
質
問
。
市
長
は
﹁
今
の
段
階
で

は
明
言
で
き
な
い
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

12

介護保険

準備基金



自
衛
隊
大
分
地
方
協
力

本
部
日
田
地
域
事
務
所

▲

　
日
隈
市
議
は
昨
年
　
月
６
日
、﹁
自
衛
隊
に

　
歳
の
名
簿
を
来
年
度
か
ら
わ
た
す
な
﹂
と
迫

り
ま
し
た
。
市
長
は
﹁
望
ま
な
い
方
へ
除
外
申

請
を
す
す
め
る
﹂
と
答
え
ま
し
た
。
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日
田
市
は
２
０
２
１

年
か
ら
自
衛
官
募
集
の

た
め
に
、
市
内
の
　
歳

の
個
人
情
報
を
名
簿
に

し
て
自
衛
隊
に
わ
た
し

て
い
ま
す
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
奈
良

市
の
高
校
生
が
自
衛
隊

へ
の
個
人
情
報
の
提
供

を
め
ぐ
っ
て
、
市
長
を

訴
え
る
準
備
を
し
て
い

る
﹂
と
指
摘
し
、﹁
来
年

度
か
ら
名
簿
提
供
や
め

よ
﹂
と
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
﹁
自
衛
隊
は

被
災
地
支
援
な
ど
の
重

要
な
任
務
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
名
簿

の
提
供
は
、
引
き
続
き

協
力
し
た
い
﹂
と
答
え

ま
し
た
。
そ
の
上
で﹁
今

後
︵
裁
判
の
︶
動
向
を

注
視
す
る
﹂
と
前
置
き

し
、﹁
名
簿
提
供
を
望
ま

な
い
方
へ
除
外
申
請
を

す
す
め
る
﹂
と
約
束
し

ま
し
た
。

　
党
市
議
団
は
、
市
が

勝
手
に
市
民
の
個
人
情

報
を
自
衛
隊
に
提
供
し

な
い
よ
う
監
視
し
て
い

き
ま
す
。

自
衛
隊
に
　
歳
の
名
簿
わ
た
す
な

市長 「望まない方へ除外申請すすめる」自衛隊へ

名簿提供
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市
長
は
昨
年
　
月
議

会
、
市
長
ほ
か
特
別
職

と
議
員
の
期
末
手
当
を

国
に
な
ら
っ
て
、
年
間

０
・
１
月
分
引
き
上
げ

る
条
例
改
正
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
国
民
の
多
く
が
景
気

が
﹁
悪
化
し
て
い
る
﹂

と
感
じ
て
い
ま
す
。
円

安
が
輸
入
品
の
値
上
げ

と
な
っ
て
の
し
か
か
り

ま
す
。
自
給
率
の
低
い

食
料
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
生
活
必
需
品
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
価
格
は
高

騰
し
生
活
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
と
き

に
、
市
長
や
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
、
市
民
に
納
得

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
党

市
議
団
は
、
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
る
条
例
改

正
と
、
そ
の
予
算
に
反

対
し
ま
し
た︵
下
の
表
︶。

物
価
高
で
苦
し
む
市
民
は
納
得
し
な
い

      月分の引き上げに反対する
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財
津 

幹
雄

岩
見 

泉
也

梅
原 

竜
也

原
田 

裕
文

宮
崎 

陽
治

中
原 

晴
剛

崎
尾 

亮
介

溝
口 

千
尋

井
上 

正
一
郎

梶
原 

信
幸

中
島 

章
二

今
井 

美
保

石
橋 

邦
彦

坂
本 

盛
男

居
川 

太
城

三
苫 

誠

佐
藤 

孝
彰

大
谷 

敏
彰

日
隈 

知
重

松
野 

勝
美

坂
本 

茂

高
倉 

貴
子

市政クラブ 市民クラブ 新世ひた 共産党 公明党
無
所
属

会派名

議員名

市長手当を上げない
修正案

市長手当を上げる議案

議員手当を上げる議案

手当値上げ含む予算案

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※2

※2

※2

※2
※1　「○」 は賛成、 「●」 は反対 ( 不賛成 ) を表します。
※2　議長 ( 三苫誠 ) は、 可否同数のとき、 または特別多数決のとき以外は表決に加わりません。

2023年 12月議会で賛否が分かれた議案と賛否の状況

0.1市長・議員

期末手当

12

病欠

病欠

病欠

病欠

●

●

○

○

市長・議員

期末手当

○
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